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 先日は、大変お忙しい中、多くの保護者の皆様に
参観日にご参加いただき、ありがとうございまし
た。子ども達の成長の様子をご覧いただき、子ども
達も先生達も励みになりました。これからも温か
い見守りと励ましをどうぞよろしくお願いいたし
ます。 
 
 
 
今、昼休みの風景がとても楽しみです。それは、

校長室の窓から子ども達の姿を見ると、思わず笑
顔になるからです。 
昼休みになると、子ども達が中庭に集まり、輪に

なって楽しそうになわとびをしているのです。子
ども達が「次は前跳びね！」「次はケンケン跳び！」
「次はあや跳び！」と声をかけ合いながら遊んで
います。それだけでなく、お互いに「どうやって跳
ぶの？」「ほら、こうするんだよ！」といった教え
合いや助け合いの姿も見られます。 
 なわとび大会が終わっても、このように自ら取
り組む姿、友達と仲良く学び合う姿は、目指す子ど
もの学びの姿そのものであり、ほほえましい姿で
す。これからも、私達はこのような姿を目指して教
育活動を行っていきたいと思っています。 
 
 
 
 仙若さんによる曲芸を披露していただきまし
た。仙若さんは、野尻町出身で東京で日本の伝統芸
能(江戸太神楽)の技を磨き、日本各地や海外で活躍
されているそうで
す。子ども達は、仙
若さんの見事な芸
に引き込まれ、楽し
い時間を過ごしま
した。子ども達が身
を乗り出して鑑賞
している姿が、とて
も印象的でした。 
 
 
 
 １月３０日は職業訓練校の皆様によるものづく
り体験を、２月２日はセブンイレブンの方による
食育を行いました。、外部講師をお招きしての体験
活動は、とても充実していました。 

 
 
 
５年生が参観日の日に立志の

集いを行いました。 

一人一人の将来の夢を発表しました。５年生らしい

立派な態度であったと思います。 

 

 

 次年度の入学予定児童６名がきました。５年生が、

はりきってお世話をして

いました。５年生にとって 

は、紙屋保育園での保育士

体験に続いて次の最高学

年として自覚につながっ

ているようです。 

 
 
 
宮日こども新聞「若い目」に掲載されました 

５年男子…１/27 
   『気持ちが届いて』  

 

宮日こども新聞「みんなの作品」に掲載されました 

２年男子…１／24 
   『さめが出た』  

４年女子…１／25 
 

   『めざそうきれいな歯』  

４年女子…１／27 
   『自分の歯は一生の宝物』  

４年女子…１／28 
   『白い歯かがやくえがお』  

４年女子…２／５ 
   『いろんな物を食べたい自分の歯』  

 

『年賀状版画コンクール』 
 NHK宮崎放送局長賞 ２年女子 
入選         ２年男子 

 
小林市青少年育成市民会議「善行児童」 

６年女子     

 

 

校長室の窓から

【鑑賞教室の様子】 

 

 

 

 

鑑賞教室

立志式

【集会の様子】 

 

 

 

 

外部講師による学習～５・６年生～

【ものづくり体験】 

 

 

【食育】 

 

 

新入学児童説明会

【ふれあいの様子】 

 

 

 

 


